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１．前提条件 

WP-Simple-Cart プラグインを使用するためには、MU 版の「Wordpress」を使用していることが条件

になります。WP-Simple-Cart を使用するために、その他のプラグインは一切必要ありません。 

また、「buddyPress」プラグインを導入することにより、「buddyPress」と連携することも可能ですが、 

上記のとおり必須条件ではありません。 

 



 
２．リソース構成 
WP-Simple-Cart は、WordpressMu 版を使用して多店舗型ショッピングサイトを構築するための

Wordpress のプラグインです。 

 

WP-Simple-Cart におけるリソースの構成を以下に示します。 

 

 
構成の概要 

_component 共通ライブラリ群の格納場所 

_contents Wordpress ページでの処理振分けハンドラーの格納場所 

_controller コントローラーの格納場所 

_model モデルの格納場所 

_table 初期テーブル生成用スクリプトファイルの格納場所 

bp-simplecart buddyPress 対応の格納場所 

css CSS ファイルの格納場所 

files 商品画像の格納場所 

images イメージファイルの格納場所 

js Javascript ファイルの格納場所 
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languages 言語ファイルの格納場所 

request Ajax リクエスト処理ファイルの格納場所 

template テンプレートの格納場所 

 
 



 
３．インストール 
WP-Simple-Cart を利用する為のインストール方法を説明します。 

 

管理者権限でログイン後、「ダッシュボード」へ移動します。 

メニューより「プラグイン管理」へ移動します。 

WP-Simple-Cart の本体 

WP-Simple-Cart の Widget
 

「WP Simple Cart」、「WP Simple Cart Widget」を有効にします。 

WP-Simple-Cart に必要な、データベーステーブル、ロール、ページ等の初期情報が自動的に生成されま

す。 
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プラグインのインストールに成功すると、ダッシュボードに以下のような「WP-Simple-Cart」の管理メニ

ューが表示されます。 
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４．環境設定 
インストール後に、最初に行うのは、「WP-Simple-Cart」の全体的な設定です。 

 

カート管理メニューより、以下の設定を行います。 

 

buddyPress の Mypage を使用する 

 「buddyPress」プラグインが導入されている場合、「buddyPress」のマイページ機能を使用するのか、 

デフォルトのページ機能を使用するのかを指定します。 

デフォルトでは、一般ユーザーのマイページ機能、店舗管理者ユーザーの管理機能は、「Wordpress」のペ



ージを使用して実現します。 

「buddyPress」のマイページ機能を使用する場合、マイページ内に各機能が構築されます。 

Wordpress のページ機能を使用

して「店舗管理者の管理機能」、

「一般ユーザーのマイページ」

を導入します。 

デフォルトインストール 

buddyPress 連携 

buddyPress のマイページに管理機能が導入されます。 
 

 

対象カテゴリー 

 「ショッピングカート」で使用するカテゴリーを指定します。 

店舗管理者ユーザーが、商品登録時に指定できるカテゴリーを設定します。 

事前に「WP-Simple-Cart」用に使用するカテゴリー登録を「Wordpress」にて行う必要があります。 

 

タイムアウト 

 「ショッピングカート」のタイムアウト時間を分単位で指定します。 

「カート」（買い物カゴ）に入っている商品の生存期間を指しています。 

「空」もしくは「0」が指定されている場合、タイムアウトは発生しません。（無制限の扱いになります。） 
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商品の新着扱い期間 

 店舗管理者ユーザーにより登録された商品を「新着商品」として扱う期間を日単位で指定します。 

 

製品画像アップロードフォルダの書込み権限チェック 

 商品の画像を保存するフォルダの書込みが可能かの状態を表示しています。 

正常な場合 

ファイルの書込みが出来ない場合 

files フォルダに適切な書込み権限があるのか確認をしてください。 
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５．店舗会員ユーザーの登録 
「WP-Simple-Cart」の全体的な設定が完了したら、「店舗会員ユーザー」の登録を行います。 

「WP-Simple-Cart」は、多店舗型のショッピングサイト構築用のプラグインとなっています。 

サイト管理者は、商品を出品してくれる店舗会員ユーザーを募り、サイト管理者により、「店舗会員ユーザ

ー」の登録作業を行います。 

 

カート管理メニューより、「店舗会員登録」を選択し、以下の設定を行います。 

 

 

 



店舗ログイン ID（必須） 

 店舗会員のログイン用 ID を設定します。 

 修正不可項目です。（間違えた場合は、一度ユーザーを削除後、再度登録を行ってください。） 

 

店舗パスワード（必須） 

 店舗会員のログイン用パスワードを設定します。 

 修正不可項目です。 

 店舗会員ユーザーへログイン情報の通知後、 

「店舗会員機能」より店舗会員ユーザー自身にパスワードの変更を行って頂きます。 

 

店舗名称 

 出品する店舗の名称を設定します。 

 

店舗メールアドレス（必須） 

 店舗会員ユーザー担当者のメールアドレスを設定します。 

 

店舗 URL 

 店舗会員ユーザーのホームページを設定します。 

 

以下省略しますが、店舗会員ユーザーの情報を設定します。 

店舗郵便番号 

店舗都道府県 

店舗住所１ 

店舗住所２ 

店舗電話番号 

店舗 FAX 番号 

ユーザー権限 

 

ここまでで最低限の設定、登録作業は完了です。 

これで、サイト管理者は「店舗会員のメンテナンス作業」、「店舗会員の受注状況の確認」が行える

ようになります。 

また、店舗館員ユーザーは、ログインして商品の登録等の各種マスタ登録作業等が行えるようにな

ります。 
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